
✓子どもどまんなか社会     ✓“人”中心のまちづくり 

✓出会い、結婚、妊娠・出産、子育ての希望実現 ✓多様性と包摂性を認め合う社会 

✓幸せを実感できるまちづくり ✓超高齢社会への対応 

✓世代を超えて安心・安全に暮らせる社会 ✓スーパー・メガリージョンの中心（成長エンジン） 

（大規模災害をはじめとしたあらゆる危機への対応）    （イノベーションの創出、文化芸術を活かした魅力の発信、持続可能 

✓ＳＤＧｓの理念の実現 な都市交通の実現）

本市を取り巻く状況を踏まえた次期総合計画の基本的な考え方について 

2040 年頃を見据えた長期的展望に立ったまちづくり 次期総合計画 

2026 2027 2030

令和 6（2024）～10（2028）年度の 5年間

アジア・アジア

パラ競技大会開催

リニア一部開業 

中部国際空港東滑走路整備

SDGs の 

目標年度

2040 年頃に念頭に置くべき事項 

・リニア全線開業の可能性 ・全国的な高齢者人口のピーク 

・中部国際空港西滑走路整備

団塊の世代が

75 歳以上に

2025 2028

2025 年 大阪・関西万博、東京世界陸上、東京デフリンピック 

計画期間 

◆人口減少、少子化・高齢化に伴う人口構造の変化 ◆社会的包摂の要請 

◆持続可能な社会に対する機運の向上  ◆価値観の多様化 

◆災害や感染症に対する懸念       ◆交流人口と交流圏の拡大 

◆産業を取り巻く環境の変化       ◆デジタル化の急速な進展 

◆脱炭素社会の実現に向けた動きの加速 

本市を取り巻く潮流 

◆アジア・アジアパラ競技大会の開催 

◆リニア中央新幹線の開業 

◆中部国際空港第二滑走路の整備 

今後迎えるチャンス 

策定におけるキーワード 
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